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日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会 

自
公
政
権
に
決
定
的
な
審
判
を
！
自
公
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
の
選
択
を
！ 

 

―
―
国
会
解
散
に
あ
た
っ
て
の
訴
え
―
― 

 

ご
近
所
の
（御
通
行
中
の
）み
な
さ
ん
、
日
本
共
産
党
で
す
。 

国
会
が
解
散
さ
れ
ま
し
た
。
来
月
八
月
十
八
日
公
示
、
三
十
日
投
票
で
、
待
ち
に
待
っ
た
衆
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
今
度
の
選
挙
を
、
有
権
者
の
み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
自
民
・
公
明
政
権
に
決
定
的
な
審
判
を
く
だ
す
選

挙
と
し
て
、
ま
た
、
自
公
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
二
十
一
世
紀
の
日
本
の
針
路
が
問
わ
れ
る
選
挙
と

し
て
、
全
力
で
た
た
か
い
抜
く
決
意
で
す
。 

政
治
を
変
え
た
い
と
い
う
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
、
日
本
共
産
党
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
政
党
を
選
ぶ
比
例
代
表
選
挙
で
は
、

日
本
共
産
党
を
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。（
小
選
挙
区
で
は
、
○
○
○
○
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。） 

み
な
さ
ん
。 

八
月
十
八
日
公
示
、
三
十
日
投
票
で
行
わ
れ
る
、
総
選
挙
は
、
自
公
政
権
を
終
わ
ら
せ
る
、
決
定
的
な
“
審
判
”
の
選
挙
で
す
。 

「
ハ
ケ
ン
切
り
」
・
「
非
正
規
切
り
」
な
ど
、
「
人
間
使
い
捨
て
」
を
横
行
さ
せ
、
医
療
や
年
金
・
介
護
な
ど
社
会
保
障
の
不
安

ば
か
り
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
大
資
産
家
と
大
企
業
へ
の
ゆ
き
す
ぎ
た
減
税
の
一
方
で
、
国
民
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
負
担
を
押

し
つ
け
る
―
―
こ
う
い
う
政
治
に
は
、
も
う
我
慢
が
で
き
ま
せ
ん
。 

米
軍
基
地
の
強
化
に
国
民
の
税
金
を
使
っ
た
り
、
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
を
推
進
し
て
、
憲
法
ま
で
変
え
よ
う
と
い
う
政
治
は
、

外
交
の
力
・
話
し
合
い
の
力
で
も
め
事
を
解
決
す
る
、
新
し
い
世
界
の
流
れ
に
は
合
い
ま
せ
ん
。 

日
本
共
産
党
は
、
自
公
政
権
が
進
め
た
、
こ
う
し
た
異
常
な
財
界
・
大
企
業
中
心
の
政
治
と
、
「
軍
事
同
盟
絶
対
」
の
政
治
を

キ
ッ
パ
リ
と
批
判
し
て
、
ど
ん
な
問
題
で
も
、
国
民
の
利
益
に
た
っ
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
を
伸
ば
す
こ
と
が
、
自
民
・
民
主
の
「
大
連
立
」
な
ど
で
、
自
公
政
治
が
息
を
吹
き
返
す
の
を
防
ぐ
、
一
番
の
道
・

決
定
的
な
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

政
党
を
選
ぶ
比
例
代
表
選
挙
で
は
、
是
非
、
日
本
共
産
党
を
大
き
く
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

今
度
の
選
挙
は
、
自
公
政
権
を
終
わ
ら
せ
た
後
に
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
政
治
を
つ
く
る
の
か
、
二
十
一
世
紀
の
「
日
本
の
進

路
」
が
問
わ
れ
る
選
挙
で
す
。 

民
主
党
中
心
の
政
権
が
で
き
る
可
能
性
が
大
き
い
と
い
っ
て
も
、
肝
心
の
民
主
党
が
、「
官
僚
支
配
の
打
破
」
を
繰
り
返
す
ば

か
り
で
、
日
本
の
、
経
済
と
外
交
の
改
革
を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
消
費
税
増
税
や

憲
法
九
条
の
改
定
、
衆
議
院
比
例
定
数
の
削
減
な
ど
、
重
要
な
問
題
で
、
危
険
な
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
見
過
ご
す

こ
と
が
で
き
な
い
事
実
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

日
本
共
産
党
は
、
み
な
さ
ん
の
切
実
な
願
い
を
実
現
す
る
こ
と
を
第
一
に
し
て
、
政
治
の
舵
取
り
を
切
り
換
え
ま
す
。 

そ
の
「
進
路
」
は
、
第
一
に
、
国
民
の
生
活
と
権
利
を
守
る
「
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」
を
築
く
、
そ
の
た
め
に
、
異
常
な
財

界
・
大
企
業
中
心
の
政
治
を
転
換
す
る
こ
と
で
す
。 

第
二
は
、
憲
法
九
条
を
生
か
し
て
、
世
界
と
ア
ジ
ア
の
平
和
に
貢
献
す
る
「
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
」
に
転
換
す
る
、
そ
の

た
め
に
、
異
常
な
「
軍
事
同
盟
絶
対
」
の
政
治
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
で
す
。 

こ
う
し
た
、
新
し
い
日
本
へ
の
展
望
を
示
す
日
本
共
産
党
が
伸
び
る
こ
と
こ
そ
、
自
公
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を
切
り
開

い
て
い
く
上
で
、
一
番
の
力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

政
党
を
選
ぶ
比
例
代
表
選
挙
で
は
、
是
非
、
日
本
共
産
党
を
大
き
く
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

み
な
さ
ん
。 

総
選
挙
の
結
果
、
政
権
交
代
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
日
本
共
産
党
は
、
国
民
の
利
益
に
た
っ
て
、
建
設
的
な
野

党
と
し
て
大
奮
闘
し
よ
う
と
、
今
か
ら
決
意
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
建
設
的
な
野
党
と
し
て
、
国
民
の
み
な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、
三
つ
の
仕
事
に
取
り
組
み
ま
す
。 

第
一
は
、
み
な
さ
ん
の
要
求
実
現
の
た
め
に
、
一
致
点
で
協
力
し
て
、
政
治
を
前
に
動
か
す
「
推
進
者
」
の
仕
事
で
す
。 

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
廃
、
農
産
物
の
価
格
保
障
と
所
得
補
償
、
核
兵
器
廃
絶
の
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
、
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
な
ど
に
、
総
力
を
あ
げ
ま
す
。 

第
二
は
、
消
費
税
増
税
や
憲
法
改
定
、
衆
議
院
比
例
定
数
の
削
減
な
ど
、
危
険
な
政
策
の
具
体
化
を
許
さ
な
い
で
、「
防
波
堤
」

と
な
っ
て
働
く
こ
と
で
す
。 

第
三
は
、
「
国
民
が
主
人
公
」
の
立
場
に
立
っ
た
民
主
的
な
政
権
・
民
主
連
合
政
府
を
つ
く
る
た
め
の
、
議
論
と
取
り
組
み
を

進
め
る
仕
事
で
す
。 

ど
ん
な
問
題
で
も
、
一
致
点
で
の
政
党
間
協
力
を
追
求
し
て
、
国
民
的
な
議
論
と
運
動
・
世
論
の
力
で
政
治
を
動
か
す
の
が
、

日
本
共
産
党
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。 

衆
議
院
選
挙
は
、
ひ
と
り
二
票
投
票
す
る
選
挙
で
す
。
政
党
を
選
ぶ
比
例
代
表
選
挙
で
は
、
日
本
共
産
党
を
大
き
く
伸
ば
し
て

く
だ
さ
い
。（
小
選
挙
区
で
は
○
○
○
○
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


